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平成３１年度 事業計画書 

 

西神南あんしんすこやかセンター 

 

１. ≪基本方針≫ 

①介護保険制度をはじめとする市町村の介護・福祉行政の一翼を担う機関であることを認識

し、公正中立な事業運営を行う。また、地域の特性や実情を常に把握し何事に対しても柔

軟に対応をしていく   

②職員相互に常に情報を共有し、互いの業務の理念・基本的な骨格といったものを理解した

上で、連携・協働の体制を整え、地域包括支援センター業務全体をチームとして支えてい

く 

③圏域の居宅介護支援事業所・介護サービス事業所・地域と密に連携をとり、地域包括ケア

の充実を図る 

 

２. ≪最終目標≫ 

「安心して暮らせる街づくり」 

・介護を受ける事になっても、介護をする事になっても安心して暮らせる街づくりを地域の 

方々と共に行い、地域の福祉サービスの一翼を担っていく。 

 

３. ≪目標≫ 

  ①相談対応の充実 

   A）介護者支援の充実 

    介護リフレッシュ教室を年間６回（２ヶ月に１回）西神南センタービルにて開催。 

     在宅で介護をされている方同士で意見交換、情報交換を行い、お互いの悩みの共有を図

る。介護者同士の自助グループとして開催。 

   B）地域力の向上 

    地域に対しての啓発の実施 

   C）地域の関係者との連携 

   D）相談窓口の周知徹底 

   E）認知症事業の啓発 

 

  ②介護予防の充実 

   A）介護予防ケアマネジメントの充実 

   B）介護予防事業への推奨 

  ③地域見守りの強化 

   A）訪問活動の継続 

B）地域団体との連携 

   C）コミュニティ作りの充実 

  ④防災・減災への取り組み 
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４. ≪年間行事予定≫ 

2018年度介護リフレッシュ教室・コミュニティサポート事業・あんしんすこやかルーム予定表 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 
10

月 

11

月 

12

月 
1月 2月 3月 

介護リフレッ

シュ教室 
○  ○  ○  ○  ○  ○  

福祉講座（セン

ター啓発等） 
   ○  ○       

ボランティア交

流会 
      ○      

認知症高齢者

声掛け訓練 
   ○  ○       

 

○介護リフレッシュ教室 

在宅で介護をしている方が悩みを独りで抱え込まないよう、介護者同士の交流の場として年

間６回西神南センタービルにて開催。 

○福祉講座 

 住み慣れた地域での生活が継続できるよう年2回、圏域内住民に対して勉強会を開催。セン

ターの啓発や、消費者被害・成年後見等の注意喚起等を行なっていく。 

○ボランティア交流会 

 地域住民を対象とし、ボランティア同士の交流の場や、ボランティア活動に興味のある方の

把握、発掘の場として、ボランティア交流会を開催する。 

   

※あんしんすこやかルームエリア等でのセンターやルーム主催の行事に関し、住民主体型に切

り替えていけるよう、バックアップを適時行い、必要な地域資源の確保に努める。 

 

５. ≪職員構成≫ 

管理者 主任介護支援専門員 保健師 

１名（保健師兼務） １名 １名 

社会福祉士 地域支え合い推進員 見守り推進員 

２名 １名 ２名 

介護支援専門員   

1名   

 


